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(2) 行動域 :ウシの生息地域の全体は約6.5kJ
であるが,10回以上観察された個体の行動域の平
均は0.82kd(N-42)であり,各個体は限定され
た地域内で生活していると推定された(個体を発
見した100mX100mの方形区のすべてを含む最
少凸多lrj形の両h'1)｡
(3) 地域舛団:10回以上観察しえた42個体につ
いて.各2個体ごとの行動域の重視度を示す指数
を打出してデンドログラムを描くと.指数0.4-
0.2の区間でほとんど融合がなく,全体が6クラ
スターに分けられ,地域集団の存在を示唆する｡
(4)柴田サイズ:実際に観察された集団は1-
8頭で構成され,平均は1.80(N-405)であっ
た｡そのうち,単独個体が233例(57.5%)であ
ることが注目される｡
(5) グルーピング:地域袋田の分析対象とした
42個休について.各2個体ごとに同じグループ円
で観察された琉皮を示す指数を罪出してデンドロ
グラムを描くと.それは,行動域のデンドログラ
ムとよく一致したクラスター構造になる｡
正中矢状断面からみたマカク短頭蓋の性差およ
び種間差
安井金也(京大 ･理 )
マカク屑頭蓋の正中矢状断輪郭を平均図形法に
より解析し,同属の変異性を明らかにすることを
目的として.現在,Ef料の充実に努力しているが,
今までに得られた史料より次の結果を得た｡
Non-Sulawesiマカクの頭蓋変異はAlbrecht
(1978)が結論したほど単純なものではなく,そ
の変異はかなり系統を反映していると思われる｡
最も大きな変異は,物の突出の程度で,次に,顔
面頭蓋と脳頭蓋の屈曲の程度の差が認められた｡
その中で,雌雄の変異パターンに違いがあり,雄
は屈曲の程度(例外 ･ブタオザル),雌は吻の長
さと屈曲の校合によりグルーピングができる｡し
かし.Foodenが言うところのsilenusISylvanus
グループは.狩られた只科内では非mに変災が大
きい｡性差は.ブタオザルで厄も大きく,ベニガ
オザルでカタチの差が尼少である｡狩られたsini･
caグループはカタチの芸が比較的大きく.fascicu･
larisグループは小さかった｡
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サルにおけるリポ蛋白･アポ蛋白代謝の研究
一特に濯流肝によるアポ蛋白生合成に関して-
寺本民生･加藤泰一･渡辺 毅･橋本任明･
松島照彦(東大 ･医)_一
ヒトにおける動脈硬化症の原因解明のための研
究として.応も関連の深いリポ蛋白代謝の研究は
主にラットを用いて行われている｡しかしラット
の血朽T)ポiEf白像はヒトのそれとは極めて異なり,
類推が困難であることが多い｡ニホンザルのリポ
蛋白像はヒトのそれとよく規似しており,ヒトの
動脈硬化症のよい実験モデルである｡
我々はサルの肝を体外抑流し,肝により新生さ
れる1)ポ蛋白･アポ)Ji白の分泌に対する苗コレス
テロール食(FSコ食 )の彫皆を税黙した｡
普通食サルの血lF7胴矧ま,3両の平均で総コレ
ステロール1別喝/dl,巾性脂肪4伽軌/dI.HDL
コレステロール50.3喝/dlであるのに対し苗コ食
サルの血耶胴矧まそれぞれB4.3打払/dL.180.3mg
/dl,34.9昭/dl(3!17行の平均)と総コレステロ
ールの上昇が鞘若であった｡I)ポIiE白像を高速牧
体クロマトグラフィーにて分析すると.普通食で
は低比重リボポ白くLDL)と茄比Eil)ポ蛋白(HD
L)がコレステロール伯として2:1の割合であ
ったが高コ企刑では10:1とLDLが著明に増加
していた｡肝におけるリボ?ji白･アポ蛋白合成で
みると,普通食群では.超低比重リポ蛋白(VL
DL)は平均1.3,LDLは4.9,HDLは2.6
〟g/g･liver/hrと合成が冗進していたが特に
VLDLとLDLが顕著であった｡各1)ポ蛋白の
アポ蛋白像を観察すると,いずれもアポ蛋白Eに
富むリポ蛋白が合成されていた｡特にLDL分画
にはアポ蛋白Eのみで,LDLの主要アポ試白で
あるアポ蛋白Bを含まないLDLが存在している
ことが確認され.高コ食により. このアポ琵白E
のみのLDLの分泌が増加していることが観察さ
れ九o
動脈硬化発現には.LDL分画のリボ石白が深
くかかわっていることは周知の通りであるが,いか
に動脈壁にLDLが取り込まれるかはまだ議論の
ある所である｡本研究にて観察されたように,高コ
食により肝における合成が冗進するLDLが動脈
壁に取り込まれ,動脈硬化を発現せしめる可能性は
十分にあると考えられ,現在,このLDLの動脈
壁細胞における取り組みについて,検討中である｡
